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井戸遺構からみた平安時代の地下水環境と洪水
―平安京域を中心に―
森　　　雄　仁 *・吉　越　昭　久 * *
Ⅰ．はじめに
地域の環境復原に関する研究の意義につい
ては、筆者も既に指摘している1）ところであ
るが、水文学の分野では地形学（第四紀学）
や気候学に比較すると、そう多くの研究が行
われているとはいえない状況がある。その理
由として、洪水などを除く通常の水文現象は、
古文書や地表面・地下構造にその痕跡が残り
にくい条件があると考えられる。さらに水文
学の研究が自然科学的な側面に特化してきた
ために、人間との関係を重視した環境の復原
に関する研究を積極的に行ってこなかったと
いう事情もある。しかし、地域の環境を復原
しようする場合、分野による研究レベルの不
均衡は望ましいことではない。このため、水
文学の分野でも、せめて地形学（第四紀学）
や気候学のレベルまで研究を引き上げる必要
があると考える。
ところで、京都における水文環境の復原研
究において、「鴨川の付け替え説」をめぐる
一連の論争が注目される。「鴨川の付け替え
説」とは、鴨川が流れる京都盆地北部の地
形・地質や河川の形態などを論拠にして、平
安京造営期に鴨川（詳細には賀茂川）の付け
替え工事が行われ、現在のような位置になっ
たとする説である。このような考えは昭和初
期にあらわれ、藤田元春 2）、塚本常雄 3）、吉
田敬市 4）によって形成され、通説として一
般にも受け入れられていった。ところがその
後、歴史地理学の藤岡謙二郎 5）によってこ
れとは異なった見解がだされ、さらに地質学
の分野から石田志朗 6）横山卓雄 7）らによっ
て表層地質の研究成果をもとに「鴨川の付け
替え説」が否定されるようになった。筆者 8）
もその経緯について触れたことがある。いづ
れにせよ、賀茂川が平安京域を流れた時期が
あることは事実であるが、縄文時代以降には
既に現在の位置にあったことが明らかにされ
たのである。歴史学の分野では、これ程の大
きな工事でありがなら鴨川の付け替えに関す
る史料がないのは大きな謎であるとされた
が、実際に付け替え工事が行われなかったの
であるから、史料が存在しないのは当然とも
いえる。
他に、水文学の分野における研究ではない
ものの、この内容にかかわりの深い研究が地
形学（とりわけ地形環境の分野）で行われて
いる。戸口伸二 9）は平安京右京の衰退を桂
川流域の地形環境と関連づけて研究したし、
高橋　学 10）や河角龍典 11）は地形環境分析
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の手法を用いて、平安京域の地形環境を復原
している。その中で、水文環境に深く関係す
ることは、平安時代の中期～後期にあたる 11
世紀頃に段丘化が進み、鴨川の河床が低下し
たのではないかという指摘がされていること
である。この高橋　学や河角龍典の指摘は、
土地利用の変化を主要な根拠にしているもの
で、水文環境からの検討が行なわれた訳では
ない。
他に歴史時代の洪水について、中島暢太
郎 12）などの研究はあるが、史料をもとにし
た導入的な研究にとどまっており、本格的
な研究は筆者らが現在実施している 21世紀
COE プログラム「文化遺産を核とした歴史
都市の防災研究拠点」の成果 13）がでるまで
待たねばならないだろう。また、近年にお
ける京都盆地の地下水位や河川水位などの
研究 14）は行われているが、水文環境の復原
を指向したものではない。
このように、多くの史料を有する京都にお
いてさえ、水文環境の復原に関する研究は、
未だ限定的であるといえる。
以上のような現状を踏まえ、本稿では主と
して 2つの内容を明らかにしたい。1つ目は、
限られたデータをもとにして歴史時代におけ
る水文環境の復原を行うことである。水文現
象が痕跡を残しにくいことについては前述し
たが、地下水に関していえば詳細な水位変化
などを対象にしなければ、概括的な水位や流
動に関してある程度の特徴を把握することは
可能である。そこで、平安京域の地下水につ
いて、平安時代を中心とした時期に限定して
地下水を復原し、その特徴を捉えることにす
る。2つ目は、前述のように 11 世紀において
段丘化が起こり鴨川の河床が低下したという
指摘をもとに、鴨川の洪水との関連について
希求してみたい。河床の低下は周辺の地下水
位の低下を引き起こす。従って、もし地下水
位の低下を明らかにすることができれば、間
接的に河床の低下および段丘化を検証するこ
とができることになる。段丘化が起こると、
それ以降における大部分の洪水はこの段丘崖
下でとどまることになり、結果的に京域の洪
水が減少すると考えられる。
以上のような視点をもった研究は、これま
で行われておらず、本稿を公表することで水
文環境の復原研究の議論に加えてみたい。
Ⅱ．研究対象地域と研究の方法
1．研究対象地域の概観
研究対象地域は、第 1図に示したように京
都の平安京域である。平安京域は、974（延暦
13）年に長岡京より遷都されて以降、明治初
年に東京に移るまでの間、日本の帝都であっ
た。平安京造営期における京域の範囲は、東
西 2,508 丈（約 4.5 km）、南北 1,753 丈（約
5.2 km）で、面積は約 23.6 km2 であった。
中央を南北に貫く朱雀大路より東を左京、西
を右京と呼び、京域は大路・小路によって碁
盤目状に区画された。
京域は、京都盆地の北部に位置し、そこは
河角龍典 15）の地形分類による更新世段丘面・
完新世段丘面・現氾濫原面などの地形にあた
る。堆積物は、粗粒のレキ層が主体で、一部
粘土・シルトの薄層を挟在する。物理探査に
よると、基盤までの堆積物の層厚は、京域で
200 m～ 400 m程度 16）とみなされている。
盆地の周囲は主として古生界の山地に囲ま
れ、北部には冬季の降雪も含めて比較的降水
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量も多い。また、前述のように盆地底にはレ
キ層の良好な帯水層があり、しかも明瞭な地
下水盆構造をもっているので、地下水には恵
まれた環境にある。現在でも、神泉苑や「染
井の井」などの名水が多く残っている。
平安時代以降、京域には洪水などによって、
場所によって厚みは異なるが50 cm～数m程
度の土砂の堆積が進み 17）、その最上面に現在
の京都市街地が形成されている。市街地は、
京都盆地の北部をほぼ埋めつくすように展開
している。
第 1図　　研究対象地域
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2．研究の方法
まず、地下水の復原の方法であるが、考古
遺跡から検出される井戸遺構をもとに検討す
ることとした。井戸遺構を使用するのは、京
域に著しい偏りなく分布していること、後世
の破壊を受けることなくほぼ完全な形で検出
することが多いこと、井戸端の地表面から年
代が判明すること、当時の概括的な地下水位
が判明すること、など多くの理由がある。
井戸遺構の資料は、考古遺跡の発掘調査報
告書類を用いた。平安京域には、「京都市埋蔵
文化財研究所調査報告」「平安京跡発掘調査概
報」など 18）多くの発掘調査報告書類がある
が、その中から井戸遺構の存在する部分を抽出
し、第 1 表（一部に限定して表示した）のよ
うにその場所・構造・深さ・底面地盤高・年
代などについて、リストアップした。本稿で
は、京域内にある合計 143 基の井戸遺構を利
用して、当時の概括的な地下水位を復原すると
いう方法をとった。そして、その結果をもと
に当時の地下水の特徴について考察する。
次に、京域における洪水の経年変化を求め
るために、11 世紀の段丘化を検証する。具体
的には、井戸遺構の底面地盤高の資料から、地
下水位が変化したことを明らかにすることと
する。とりわけ比較的狭い範囲に、しかも年
代の異なるものが集中している地域があるの
で、そこから年代による井戸底面（つまり地
下水位）の変化を求めるという方法をとった。
Ⅲ．平安京の地下水環境
1．井戸遺構の特徴
発掘調査報告書類から得られた 143 基の井
戸遺構について、町（四面を大路によって囲
まれた区画の 1/16の区画）単位で表示した図
が第 2 図である。この図をみると、京域内に
おける井戸遺構の分布に関する特徴がわかる。
右京の中央部を南北に連なる地域および左
京の中央部を南北に連なる地域など、特に多
くの井戸遺構が集中して存在するところがあ
る。これらの集中地域は、右京の場合 JR 嵯
峨野線の高架工事、左京の場合地下鉄烏丸線
の建設工事に伴う発掘によるものである。一
方、井戸遺構がほとんど分布していない地域
もある。右京の南西部などは、当時、都市的
な土地利用がなされていなかった地域であ
る。また他にも、平安宮や湧水が多く井戸を
掘削する必要のない地域でも井戸遺構はあま
りみられない。しかし、発掘調査が実施され
ていない地域もあるので、井戸遺構の分布に
関するこれ以上の検討は将来の課題としてお
きたい。
次に井戸遺構の年代に関する特徴をみてお
こう。前述のように、本稿で井戸遺構をとり
あげた理由の一つに、年代が判明することを
あげた。井戸遺構の年代を決定する方法には、
①検出された考古遺跡の年代から求める方
法、②井戸遺構内の遺物から求める方法、③
井戸遺構の構造的特徴から求める方法 19）が
あるが、本稿でリストアップした発掘調査報
告書類では①・②の方法で年代を決めたもの
が多い。
井戸遺構の年代については、左京にある100
基の井戸遺構のうち、平安時代後期のものが
69 基と最も多い。右京にある井戸遺構は、後
期が 16 基で最も多いが、前期にも 13 基、中
期にも 7 基（不明 6 基）あって、後期にだけ
集中している訳ではない。
井戸遺構の分布とその地形との関係をみる
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と、多くは自然堤防帯や扇状地帯にあって、
しかも南西に向けて傾斜しているところに集
中していることがわかる。これは、当時の人々
が地下水の流動する経路（いわゆる地下水脈）
に井戸を掘削すると、地下水を得やすいこと
を経験的に知っていたためと考えられる。
2．地下水位と流動方向
井戸は通常、井戸端から底面までの間に水
面があって、これが不圧地下水ならばその周
辺の地下水位をあらわすこととなる。掘削の
深さは、水面に達すれば利用が可能になるの
で、それ以上不必要に深く掘ることはない。
第 3 図は、左京の南北に連なる井戸遺構の
データを利用して、北から南に向けて井戸底
面の地盤高および井戸端の地盤高（この 2つ
から井戸の深さがわかる）を表示したもので
ある。南に下がるにつれて井戸底面の地盤高
が低下するのはもちろんであるが、井戸の深
さも徐々に浅くなっていくことがわかる。な
お、右京に関しては、図をあげることは省略
したが、同様な結果を得ている。
ところで、地下水位は気象条件や揚水に
よっても変化するため、長期間にわたって一
定であることはない。このため、どの時点の
第 2図　　平安京域の井戸遺構分布図
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地下水位を代表的な値とするかは決めにく
い。そこで、本稿では井戸遺構の底面を地下
水位とみなして、井戸底面の等高線図（地下
水位等高線図、第 4 図）を作成してみた。黒
い線が、平安時代の地下水位である。因みに、
灰色の線は、近年（1977 年）の地下水位 20）
である。両者を比較すると、平安時代の地下
水位は二条大路以北では近年とさほど大きく
変わらないものの、それ以南では近年よりも
10 m程も地下水位が高かったことがわかる。
平安時代の井戸の深さは2 m程度のものが多
いことなどを考えあわせると、当時はかなり
地下水を得やすい環境にあったのではないか
と推測される。
この地下水位をもとにして、平安時代の地
下水の流動方向を求めると、二条大路以北で
は南に向けて流れ、それ以南では南西に向け
て流れていたことがわかる。この流動方向は、
基本的には近年と大きな違いはない。この流
動方向から考えると、京域北部の地下水は、
北山および賀茂川の伏流水起源であり、南部
の地下水は鴨川の伏流水起源とみなせる。
Ⅳ．井戸遺構からみた洪水
地下水位が上昇して井戸端より溢れたり、
低下して底面がみえたりすると何らかの処置
が必要になる。とりわけ、地下水位が低下し
た場合、より深い井戸を新しく掘削するか、
これまでの井戸底を掘り下げるかするような
対策をとることになる。そこで、年代による
井戸底面の地盤高を比較することで、地下水
位の変化を検討をしてみたい。対象とする地
域は、第 5 図で示したように比較的狭い範囲
に、年代の異なる複数の井戸遺構が存在する
2地域である。
1．平安京左京八条三坊二町遺跡の事例
この遺跡は、現在の JR 京都駅の北側にあ
第 3図　　平安京左京三坊の井戸地盤高
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る下京区役所の東に位置する。ここには、古
代学協会が発掘した約 1,600 m2 の考古遺跡
があり、26 基の井戸遺構が発掘されている。
このうち、年代が明確になった 11基のデータ
を用いて、平安時代中期と後期～末期の 2つ
の年代について、井戸端、井戸底面の地盤高
を表示したのが第 6 図である。中期よりも後
期～末期の井戸底面がおよそ40 cm低下して
いることと、後期～末期に井戸底面が中期よ
り浅くなった例がないことなどが明らかに
なった。
2．平安京右京六条一坊五町遺跡の事例
この遺跡は、JR嵯峨野線丹波口駅の西200 m
程のところにある下京区中堂寺南町にある。こ
こでは、京都市埋蔵文化財研究所によって発掘
された井戸遺構のうち、11 基のデータを用い
た。この結果も、前と同様に平安時代前期と
後期～鎌倉時代初期の2つの年代を比較すると
（第 7 図）、平均して約 1 mも井戸底面を低下
させ、しかも後期～鎌倉時代初期の全ての井戸
第 4図　　平安京域井戸底面の等高線図
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底面が、前期よりも下がるという変化をみせた
ことがわかった。
以上の 2地域の事例から、平安時代におい
て後期になるほど井戸底面の地盤高が低下し
ていることが明らかになった。そこで、この
事実を洪水と関係させて考察してみよう。第
8 図は、半世紀ごとの鴨川の洪水件数を示し
た図である。すると 11 世紀以降の洪水回数
が少なくなっていることが明瞭であり、地下
水位の低下から洪水の減少についても言及で
きることがわかった。逆にいえば、11 世紀に
段丘化が進行したことが検証されたことにも
なるのである。
Ⅴ．おわりに
本稿では以下のようなことを明らかにし
た。
まず、平安時代の平安京域の水文環境のう
ち、特に地下水についてその特徴が明らかに
なった。井戸遺構が判明する 143 基について
その分布をみると、集中する地域があること
がわかった。これらの地域は自然堤防帯や扇
状地帯にあって、しかも南西に向けて傾斜し
ているところに立地する傾向があることが判
明した。また、地下水位は、京域北部では近
年と大きく変わらないものの、南部では10 m
第 5図　　研究の事例地域
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もの水位低下がみられた。地下水の流動方向
も近年とそう変わるところはないが、京域の
北部では南に向けて、南部では南西に向けて
流動していることがわかった。
次に、洪水との関わりを求めるために、11
世紀頃に地下水位が変化したことを明らかに
した。京域内において、年代の異なる井戸遺
構が複数存在する 2地域を選んで、検討した
結果、明らかな井戸底面（つまり地下水位）
の低下がみられた。このことは、段丘化が進
行したことを意味することでもある。この結
果、11 世紀以降、鴨川にかかわる洪水が減少
したと判断でき、鴨川の洪水件数を示すデー
タでも検証された。
しかしその第 8 図は、洪水の規模を考慮し
た史料をもとにしている訳ではないし、気候
変化については触れていない、という問題も
ある。今後、そのような問題を解決しながら、
第 6図　　平安京左京八条三坊二町遺跡における井戸の変遷
第 7図　　平安京右京六条一坊十町遺跡における井戸の変遷
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水文環境の復原を進めていきたい。そうして、
地形学や気候学のレベルにまで水文学の復原
研究を高めていかねばならないと考える。
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